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デザインだけでなくコミュニケーションをデザインするこ
とを主軸とし、自治体・NPO・市民団体等の広報活動の
サポート、広報研修を多数実施。
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情報発信計画シート　 (内容　　　　　　　　　　　　）　(目標　　　　　　　　　　）　(結果　　　　　　　　　　　）

　

いつどんな行動をする？

どんな手段で伝える？
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情報発信計画シート　 (内容　　　　　　　　　　　　）　(目標　　　　　　　　　　）　(結果　　　　　　　　　　　）

　

いつどんな行動をする？

どんな手段で伝える？

× ハガキ × ポスターチラシ1 - 1

なぜ伝えたいのか目的誰に伝えたいのかターゲット

■子育て中の保護者・妊娠中の方と
そのパートナー

■保護者の祖父母

どんな行動をしてほしいか行動変容

■出産・子育て情報を取得・活用し
てもらい、子育てに対する不安軽
減に役立てほしい

■成果目標…利用者の満足度（98％
以上）、登録者数（産前20％／産後
40％）アップ

何を伝えたいのか内容

■専門家監修のアドバイスや区の子
育て支援の情報が届くこと

■登録が無料であること

■メルマガを通じて不安やストレス
を軽減してもらうため

■孤独な子育てが招く乳幼児虐待を
防ぐため

子育てメルマガ周知の情報発信

東京都
文京区

情報発信の概要
　子育てメールマガジンの登録者数が減少（平成 28年度：2,593件→
平成 29年度：2,479件）。チラシによる周知には努めていたものの、
効果はいま一つで、メルマガの存在や内容を知らず、利用していない住
民が多数いました。また、登録者の満足度は高い一方で、子育てに必要
な情報がわからないために孤独を感じ、出産や子育ての不安・ストレス
の増加や虐待のリスクが高まることが懸念されていました。
　そこで、文京区では、子育て世代の住民に向けて、チラシをリニュー
アル（次頁参照）。このチラシをもとに、ハガキとポスターも作成し、
情報発信を行いました。
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チラシの実例と情報発信のポイント

「妊婦さんとご家族」「0～ 2歳のパパ・ママとご家族」に分けてサービス内容
をしっかりと記載し、登録のための情報をQRコードで誘導する。4

3 ターゲットにとってのメルマガ登録の「メリット」を入れる。

2 サービスの満足度を数字で全面に出し、事実を伝える。出所も忘れずに。

1 チラシはラックに入れると上部しか見えなくなってしまうため、ラックに
入れても見える上部に概要が伝わるサブタイトルとしてレイアウトする。

表
1

2

4

3
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「なぜ、情報発信をするのか」を考える

　情報発信を行う際に、最初にすべきことは、目的を確認することです。
「なぜ、この情報発信をするのか」という、出発点に立ち返り、情報の
送り手側として「なぜ？」の視点から、目的を確認しましょう。
　目的意識のない情報発信は、「とりあえず情報を発信している（垂れ
流している）」ことと同じになってしまいます。
　住民に「情報を発信したい」という動機の背景には、必ず目的がある
はずです。目的を吟味せずに情報発信をしてしまうと、受け手に、「情
報の垂れ流し」であることが伝わってしまいます。また、目的を意識す
ることによって、当初想定していたものと発信内容が変わることもある
でしょう。情報の送り手側が発信する目的を強く意識することで、受け
手である住民に届く確度が高まります。

「目的」と「手段」を混同しない

　情報発信に限らず、何かを行う際によくありがちなのが「目的」と「手
段」を混同してしまうことです。ここで一度「目的」と「手段」を整理し
ておきましょう。目的は「目指すもの」、「手段」は「目的を遂げるために
必要な方法」です。
　例えば、山登りでは、「目的」は山頂に登ることです。そして、「手段」
は安全に山登りをするための方法（徒歩・ロープウェイ等）ということ
になります。

目的・手段を整理する

3 - 1
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　例えば、自治体が「環境イベントへの集客」に関する情報発信を行う
場合、「目的」は「地球環境改善のための住民の環境意識の啓発」です。
そして、この「目的」を達成するための「手段」が「環境イベント」であり、
イベント内容（さまざまな環境に関する企画やワークショップ）、告知
するためのチラシ・ポスター等ということになります。
　こうしたイベントに関する情報発信でありがちなのが、「イベントの
告知」が情報発信の「目的」になってしまうことです。しかし、一番大事
なのは、最終的に目指すものである「地球環境改善のための住民の環境
意識の啓発」ですよね。
　そもそも何のための「イベント」や「内容（企画やワークショップ）」「チ
ラシ・ポスター」なのか？　それらは、あくまで「地球環境改善のため
の住民の環境意識の啓発」を実現するために必要な「手段」なのです。ま
ずは、「なぜ情報発信をするのか？」を確認しましょう。そして、考え
られた「手段」が「目的」の達成につながるのか、一度確認することをお
すすめします。

「手段」が「目的」の達成につながるかを確認する
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